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1. はじめに 

平成 23 年 3 月に発生した福島第一原子力発電所事故により，原子炉内の放射性核種が大気中に放出さ

れ，周辺環境を汚染するとともに空間線量率を上昇させた．初期の段階で I-131 などの半減期の短い放射

性核種は消滅し，現在は放射性 Cs(Cs-134,Cs-137)が空間線量率を支配していることから，それらの挙動

の把握が重要である．空間線量率のその後の変遷や，効率的な除染のためにも，時間変遷による深度分布

の変化とそれに伴う土壌の遮蔽効果を考慮して空間線量率を予測する必要があるものの，これらに関する

研究は限られている．よって本研究では，放射性 Cs の土壌による遮蔽の効果について，深度分布の変化

を考慮して解析することを目的とする． 

2. 研究内容 

まず，事故後二度に渡って行われたフィールド調査 1)の結果より，濃度分布の変遷から導出された拡散

係数 2)を用いて放射性 Cs の深度分布の変化について，放射能減衰を考慮した拡散方程式に基づき差分法

（陽解法）により，事故から 30 年後まで解析した．次に，その濃度分布の算出結果を用いて土壌の遮蔽の

効果を考慮した空間線量率を同様に 30 年後まで算出した．計算した空間線量率と，福島県放射能測定マ

ップ（http://fukushima-radioactivity.jp/pc/）の中で，フィールド調査が行われた地点と比較的近い地点の

モニタリングデータ及び，平面無限線源に対する空間線量率の換算係数を用いて算出した事故直後の空間

線量率に時間減衰を考慮したデータと比較した． 

3. 結果と考察 

深度分布の予測では，拡散による移動はほとんどなく，初期の移流による表層付近での分散ないし浸透

の影響により形成された濃度分布がその後も維持され，さらにそれぞれの核種の放射能減衰による効果で

減少することが分かった．その結果を用いて行

った土壌による遮蔽の効果の解析では，深度分

布と同様に，沈着後から 1 年以降では遮蔽割合

は殆ど一定の割合で推移した．図 1 に浪江町赤

宇木椚平地点での空間線量率のモニタリングデ

ータと解析結果の例に示す．除染が行われた地

点以外では，比較的実測値に近い値が得られた．

図からもわかるように，土壌は一定の遮蔽効果

を示す．また，空間線量率は放射性 Cs のインベ

ントリの影響を受けることから，今度，インベ

ントリ分布等を含め詳細に検討する必要があ

る． 

図 1 浪江町赤宇木椚平における実測データとの比較 

P5-01

- 86 -


